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平
成
24
年
度
喜
多
方
市
行
政
区
長
会
議

と
行
政
区
長
会
連
合
会
総
会
が
４
月
25
日
、

喜
多
方
プ
ラ
ザ
で
開
か
れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
行
政
区
長
会
連
合
会
会
長

に
選
出
さ
れ
た
髙
澤
嶽
さ
ん
が
議
長
と
な

り
、「
市
全
体
ま
た
は
町
全
体
に
か
か
わ
る

要
望
に
つ
い
て
」
を
議
題
に
質
疑
が
交
わ

さ
れ
ま
し
た
。

上三宮町

喜多方地区

松山町

上三宮町
代表行政区長
大野　久さん

喜多方地区
代表行政区長
穴澤　明さん

松山町
代表行政区長
佐藤善孝さん

（
回
答
）

昨
年
度
の
要
望
に
基
づ
き
、
市
道
通
行

者
の
安
全
確
保
の
観
点
か
ら
桝
部
分
へ
の

防
護
柵
設
置
を
計
画
し
ま
し
た
が
、
地
区

と
し
て
は
防
護
柵
で
な
く
、
水
路
全
面
に

鉄
の
網
を
設
置
し
て
欲
し
い
と
の
こ
と
で
し

た
。本

水
路
は
農
業
用
水
路
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
会
津
北
部
土
地
改
良
区
の
管
理
で
あ

り
市
が
網
掛
け
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

と
考
え
ま
す
。
道
路
管
理
者
と
し
て
、
路

肩
や
通
行
帯
か
ら
水
路
ま
で
の
間
隔
が
と

れ
て
い
る
所
は
、
安
全
が
確
保
さ
れ
て
い
る

と
判
断
し
て
お
り
ま
す
が
、
比
較
的
道
路

に
近
い
桝
部
に
つ
い
て
は
、
防
護
柵
設
置
の

対
応
は
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
回
答
）

交
通
規
制
に
つ
い
て
は
、
法
律(

道
路
交

通
法)

に
よ
り
、
福
島
県
公
安
委
員
会
に
許

認
可
権
が
あ
り
ま
す
。
一
方
通
行
の
規
制

に
つ
い
て
喜
多
方
警
察
署
へ
確
認
し
た
と

こ
ろ
、
こ
の
路
線
は
昭
和
５２
年
６
月
２３
日

か
ら
交
通
規
制
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

松
山
小
学
校
、
第
二
中
学
校
、
喜
多
方

高
校
の
通
学
路
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

当
時
の
住
民
よ
り
交
通
規
制
の
要
望
が
あ

っ
た
も
の
で
す
。
現
在
に
お
い
て
も
、
児

童
生
徒
の
安
全
を
確
保
し
た
い
と
す
る
状

況
に
変
わ
り
は
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
の

で
、
一
方
通
行
の
解
除
ま
た
は
時
間
規
制

な
ど
に
よ
る
緩
和
措
置
は
難
し
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

「
通
学
路
脇
水
路
へ
の
転
落
防
止
処
置
」

下
三
宮
橋
よ
り
上
三
宮
小
学
校
へ
の
通

学
路
「
市
道
上
三
宮
・
下
三
宮
線
」
は
、

小
学
校
・
幼
稚
園
の
通
学
路
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
約
９０
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
り
、
平

行
し
て
松
山
町
大
荒
井
地
区
に
行
く
常
時

流
れ
て
い
る
水
路
が
あ
り
、
転
落
事
故
の

危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
転
落
防
止
の
措
置

を
昨
年
要
望
致
し
ま
し
た
が
、
再
度
要
望

し
ま
す
。

「
高
齢
者
世
帯
の
支
援
策
」

今
後
ま
す
ま
す
進
行
す
る
高
齢
化
社
会

へ
の
対
応
策
は
、
民
生
児
童
委
員
や
高
齢

者
安
全
協
力
員
に
よ
る
支
援
だ
け
で
対
応

で
き
る
問
題
で
は
な
い
と
考
え
ま
す
。
行

政
と
地
域
が
互
い
に
情
報
を
共
有
し
、
一

体
と
な
っ
て
、
よ
り
一
層
高
齢
者
が
安
心

し
て
日
常
生
活
が
で
き
る
よ
う
な
支
援
策

を
講
ず
る
よ
う
要
望
し
ま
す
。

「
一
方
通
行
規
制
緩
和
」

松
山
小
学
校
西
側
に
位
置
す
る
市
道
上

町
・
村
松
線
お
よ
び
常
盤
台
１
号
線
で
、

一
方
通
行
の
規
制
と
な
っ
て
い
ま
す
。
児

童
生
徒
の
通
学
優
先
道
路
で
あ
る
こ
と
は

わ
か
り
ま
す
が
、
宅
地
化
が
進
み
、
朝
夕

車
両
の
混
雑
が
甚
だ
し
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。
少
し
で
も
車
の
流
れ
を
解
消
す
る
た

め
、
一
方
通
行
の
解
除
、
ま
た
は
時
間
規

制
等
に
よ
る
緩
和
措
置
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
回
答
）

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
事
業
、
ひ
と
り
暮

ら
し
高
齢
者
安
全
協
力
員
事
業
、
安
心
見

守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
事
業
、
配
食

サ
ー
ビ
ス
事
業
、
緊
急
時
要
援
護
者
登
録

制
度
な
ど
に
よ
り
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢

者
等
の
見
守
り
支
援
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
か
ら
は
新
重
点
推
進
事
業
と
し

て
、
緊
急
時
要
援
護
者
登
録
制
度
を
シ
ス

テ
ム
化
す
る
こ
と
と
併
せ
、
地
区
民
生
児

童
委
員
や
地
域
の
方
々
の
協
力
を
得
な
が

ら
、
要
援
護
登
録
者
の
増
加
を
図
り
、
災

害
・
救
急
な
ど
緊
急
時
の
迅
速
か
つ
的
確

な
支
援
を
行
う
こ
と
で
、
高
齢
者
を
見
守

り
、
支
え
合
う
仕
組
み
づ
く
り
を
よ
り
一

層
強
化
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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慶徳町

関柴町

熊倉町

岩月町

慶徳町
代表行政区長
小澤　哲さん

関柴町
代表行政区長
東條　勝さん

熊倉町
代表行政区長
荒川清明さん

岩月町
代表行政区長
花田政光さん

 行政区長会連合会総会

（
回
答
）

こ
の
路
線
に
つ
い
て
は
、
穴
が
あ
い
た

り
、
ヒ
ビ
が
入
っ
た
り
し
て
い
る
状
況
を

確
認
し
て
い
ま
す
。

舗
装
の
補
修
が
必
要
な
場
所
に
つ
い
て

は
、
陥
没
箇
所
と
そ
の
影
響
範
囲
の
補
修

を
早
急
に
対
応
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

全
面
的
な
改
修
に
つ
い
て
は
、
同
様
な

状
態
の
市
道
が
全
市
に
わ
た
っ
て
い
ま
す

の
で
、
破
損
等
の
状
況
を
見
て
対
応
す
る

考
え
で
す
。

（
回
答
）

平
成
２３
年
度
に
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
の
安

全
対
策
の
た
め
、
ほ
ぼ
全
線
に
渡
り
二
重

の
外
側
線
設
置
を
実
施
し
、
路
側
の
表
示

を
よ
り
明
確
に
し
ま
し
た
。
視
線
誘
導
の

観
点
か
ら
有
効
で
す
の
で
ご
理
解
を
お
願

い
し
ま
す
。

国
道
４
５
９
号
の
関
柴
地
区
の
歩
道
整

備
に
つ
い
て
は
、
喜
多
方
建
設
事
務
所
と

し
て
も
重
要
視
し
、
今
年
度
も
計
画
的
に

整
備
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

（
回
答
）

単
に
現
道
を
拡
幅
す
る
だ
け
で
は
、
大

型
車
の
通
行
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
太
用

寺
橋
の
架
け
替
え
と
合
せ
た
道
路
の
整
備

計
画
と
し
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

道
路
拡
幅
工
事
に
つ
い
て
は
市
全
体
で

道
路
評
価
に
よ
る
順
位
付
け
を
行
い
、
太

用
寺
橋
に
つ
い
て
は
橋
梁
の
長
寿
命
化
修

繕
計
画
の
中
で
、
い
つ
の
段
階
で
ど
の
よ

う
な
整
備
が
必
要
に
な
る
の
か
な
ど
、
詳

細
な
検
討
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
市
内

に
は
太
用
寺
橋
の
他
に
も
修
繕
や
架
け
替

え
が
必
要
な
橋
が
数
多
く
あ
り
、
緊
急
性

や
重
要
性
等
に
つ
い
て
総
合
的
に
判
断
し

な
が
ら
、
全
市
的
視
野
に
立
っ
て
整
備
計

画
を
立
て
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
回
答
）

市
道
７
０
１
６
号
の
小
沼
・
道
地
線
交

差
部
か
ら
市
道
田
原
・
熊
倉
線
と
の
交
差

部
ま
で
の
歩
道
及
び
幅
広
路
肩
の
整
備
が

順
次
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
喜
多
方
建
設

事
務
所
よ
り
今
年
度
も
引
き
続
き
整
備
し

て
い
く
と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
新
町
集
落
内
の
道
路
の
全
面
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
改
修
」

新
町
集
落
内
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
道
路
に
穴

が
あ
い
た
り
、
ヒ
ビ
が
入
っ
た
り
し
て
、
毎

年
部
分
的
に
補
修
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
が

全
体
的
に
傷
み
が
ひ
ど
く
な
っ
て
い
ま
す
。

小
原
、
宮
在
家
も
含
む
集
落
内
の
道
路

の
全
面
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
改
修
を
要
望
し
ま

す
。

「
市
道
１

－

１
号（
一
ノ
堰
・
大
沢
線
）
沿

い
の
歩
道
整
備
」

国
道
４
５
９
号
交
差
点
か
ら
県
道
喜
多

方
河
東
線
東
中
明
交
差
点
ま
で
の
区
間
に

カ
ラ
ー
歩
道
を
導
入
し
て
く
だ
さ
い
。

併
せ
て
国
道
４
５
９
号
の
橿
野
セ
ブ
ン

イ
レ
ブ
ン
前
か
ら
、
市
道
１

－

１
号
平
林

交
差
点
ま
で
の
段
差
歩
道
解
消
工
事
に
つ

い
て
も
要
望
し
ま
す
。

「
県
道
喜
多
方
・
河
東
線
の
工
事
継
続
・
再

開
」県

道
喜
多
方
・
河
東
線
は
平
成
１９
年
に

道
路
の
拡
幅
と
歩
道
の
設
置
が
な
さ
れ
ま

し
た
が
、
雄
国
地
区
の
七
本
木
か
ら
都
地

区
の
寺
内（
中
台
）ま
で
で
中
断
し
、
現
在
工

事
は
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

市
道
７
０
１
６
号
交
差
点
ま
で
の
工
事

の
再
開
・
継
続
に
つ
い
て
要
望
し
ま
す
。

｢

市
道
５
１
０
１
号（
上
岩
崎
北
線
）
並
び

に
太
用
寺
橋
の
整
備
・
拡
充
」

市
道
上
岩
崎
北
線
な
ら
び
に
太
用
寺
橋

の
整
備
・
拡
充
を
お
願
い
し
ま
す
。
岩
月

町
民
に
と
っ
て
は
、
国
道
１
２
１
号
や
高

規
格
道
路
と
同
等
以
上
の
重
要
な
道
で

す
。
ま
ず
は
老
朽
化
し
た
太
用
寺
橋
の
架

け
替
え
を
第
一
次
と
し
て
御
一
考
く
だ
さ

い
。
利
便
性
に
加
え
、
震
災
時
の
リ
ス
ク

低
減
、
町
民
へ
の
重
要
性
を
考
え
て
く
だ

さ
い
。
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堂島地区

熱塩加納町

塩川地区

豊川町

堂島地区
代表行政区長
岩崎孝次さん

熱塩加納町
代表行政区長
瓜生淸一さん

塩川地区
代表行政区長
齋藤治夫さん

豊川町
副代表行政区長
真部賢二さん

（
回
答
）

①
昨
年
１２
月
１３
日
付
け
で
、
喜
多
方
警

察
署
長
に
信
号
機
及
び
横
断
歩
道
の
設
置

を
要
望
し
ま
し
た
。
喜
多
方
警
察
署
に
お

い
て
も
信
号
機
の
設
置
が
必
要
で
あ
る
と

判
断
し
、
福
島
県
公
安
委
員
会
に
対
し
要

望
を
行
っ
た
と
の
報
告
を
３
月
２
日
付
け

で
受
け
て
い
ま
す
。

②

昨
年
度
国
道
１
２
１
号
か
ら
弾
正
の

橋
ま
で
の
約
２
９
３
㍍
を
施
工
し
、
今
年

度
は
主
要
地
方
道
喜
多
方
・
会
津
坂
下
線

の
バ
イ
パ
ス
交
差
点
か
ら
東
へ
約
６２
㍍
の

施
工
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
田
原
橋
を

含
め
て
約
１
８
０
㍍
を
計
画
的
に
整
備
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
回
答
）

地
域
住
民
の
皆
さ
ん
と
懇
談
会
を
行
い
、

運
行
ダ
イ
ヤ
や
乗
降
場
所
を
検
討
し
て
い

ま
す
。
実
証
運
行
開
始
後
も
、
利
用
者
や

住
民
の
方
々
の
意
見
に
よ
り
見
直
し
を
し

て
い
き
ま
す
。
②
持
続
可
能
な
公
共
交
通

と
す
る
た
め
、「
経
費
を
利
用
者
と
市
が
適

正
に
負
担
す
る
」、「
可
能
な
限
り
安
価
な

価
格
と
す
る
」
と
い
う
観
点
か
ら
大
人
４

０
０
円
に
設
定
し
ま
し
た
。
広
い
エ
リ
ア

を
運
行
す
る
本
市
で
は
、
他
の
市
町
村
と

遜
色
が
な
い
と
考
え
ま
す
。
③
土
日
の
予

約
は
、
コ
ス
ト
に
課
題
が
あ
り
難
し
い
状

況
で
す
。
観
光
客
か
ら
の
予
約
は
、
受
付

セ
ン
タ
ー
に
直
接
ま
た
は
旅
館
が
宿
泊
者

に
代
わ
っ
て
予
約
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

（
回
答
）

施
設
な
ど
で
空
間
線
量
を
測
定
し
、
バ

ッ
チ
式
積
算
線
量
計
で
も
線
量
を
測
定
し

て
い
ま
す
。
ど
ち
ら
も
国
の
基
準
よ
り
大

幅
に
下
回
り
、
安
全
な
レ
ベ
ル
と
考
え
て

い
ま
す
の
で
放
射
線
線
量
マ
ッ
プ
を
作
成

す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
線
量
低
減
化

活
動
支
援
事
業
」
と
し
て
、
引
き
続
き
行

政
区
に
よ
る
通
学
路
や
公
園
な
ど
、
子
ど

も
の
生
活
空
間
を
中
心
と
し
た
清
掃
活
動

を
推
進
し
、
線
量
の
低
減
化
に
努
め
ま
す
。

区
長
へ
の
線
量
計
貸
し
出
し
に
つ
い
て
は
、

貸
出
期
間
を
４
日
間
と
し
、
塩
川
総
合
支

所
に
２５
台
配
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ

を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

（
回
答
）

現
在
、
塩
川
・
喜
多
方
線
の
改
良
工
事

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
今
年
度
は
６
０

０
０
万
円
の
事
業
費
を
予
算
化
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
財
政
的
に
並
行
し
て
実
施

す
る
こ
と
は
困
難
な
た
め
、
①
の
歩
道
は
、

会
津
縦
貫
北
道
路
立
体
交
差
部
の
歩
道
敷

地
が
確
保
さ
れ
い
る
こ
と
か
ら
、
塩
川
喜
多

方
線
の
工
事
完
了
後
に
実
施
す
る
考
え
で

す
。②

に
つ
い
て
は
①
の
後
に
検
討
し
た
い
と

考
え
ま
す
が
、
Ｊ
Ｒ
磐
越
西
線
と
の
新
た

な
交
差
部
が
作
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
Ｊ
Ｒ
と

の
協
議
に
相
当
の
時
間
を
要
す
る
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。

「
歩
道
お
よ
び
歩
道
橋
の
設
置
工
事
」

①
県
道
２１
号
と
農
免
道
路
の
交
差
点
で

事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
信
号
機
、
横

断
歩
道
の
設
置
工
事
を
要
望
し
ま
す
。
②

農
免
道
路
の
歩
道
が
一
部
未
設
置
の
ま
ま

で
す
。
堂
島
小
学
校
へ
の
通
学
路
で
も
あ

り
、
冬
場
は
道
路
の
除
雪
に
よ
り
路
肩
が

ふ
さ
が
り
、
車
道
を
歩
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
た
め
危
険
で
す
。
歩
道
お
よ
び
歩
道

橋
の
設
置
工
事
を
要
望
し
ま
す

「
予
約
型
乗
合
交
通（
デ
マ
ン
ド
交
通
）」

①
導
入
に
は
、
地
域
の
利
用
者
の
声
を

聞
く
機
会
を
設
け
、
交
通
弱
者
に
配
慮
し

た
き
め
細
か
い
乗
降
時
間
や
、
乗
降
場
所

を
設
定
す
る
こ
と
。
②
高
齢
者
や
学
生
が

利
用
す
る
こ
と
か
ら
出
来
る
限
り
低
料
金

と
す
る
こ
と
。
③
土
曜
日
や
日
曜
祝
日
の

予
約
も
可
能
と
し
、
観
光
業
、
観
光
客
に

つ
い
て
も
充
分
配
慮
す
る
こ
と
を
要
望
し

ま
す
。

「
線
量
マ
ッ
プ
の
作
成
と
区
長
へ
の
空

間
線
量
計
長
期
貸
し
出
し
」

塩
川
町
は
放
射
線
線
量
が
比
較
的
高
い

と
言
わ
れ
て
お
り
、
ス
ポ
ッ
ト
で
は
、
驚

く
べ
き
数
字
の
場
所
が
あ
る
と
も
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
不
安
を
払
拭
す
る
た
め
に
も

町
内
の
詳
細
な
放
射
線
線
量
マ
ッ
プ
を
作

成
し
結
果
に
よ
っ
て
は
、
対
応
策
を
示
し

て
く
だ
さ
い
。
空
間
線
量
計
を
区
長
へ
長

期
間
貸
し
出
し
て
く
だ
さ
い
。

｢

市
道
の
整
備｣

通
学
路
の
安
全
と
交
通
量
緩
和
の
た

め
、
①
Ｊ
Ａ
会
津
い
い
で
本
店
南
か
ら
一

ノ
堰
一
区
信
号
機
を
経
て
国
道
１
２
１
号

堂
畑
信
号
機
ま
で
の
区
間
へ
の
歩
道
設
置

②
一
ノ
堰
一
区
信
号
機
か
ら
主
要
地
方

道
喜
多
方
・
会
津
坂
下
線
を
直
線
で
結
ぶ

市
道
建
設
を
要
望
し
ま
す
。
会
津
縦
貫
北

道
路
の
一
部
開
通
に
よ
り
状
況
が
変
化
し

て
い
ま
す
の
で
早
期
の
整
備
を
要
望
し
ま

す
。
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高郷町

駒形地区

山都町

姥堂地区

高郷町
代表行政区長
成田辰平さん

駒形地区
代表行政区長
今井輝雄さん

山都町
代表行政区長
髙橋満行さん

姥堂地区
代表行政区長
須藤幸夫さん

 行政区長会連合会総会

（
回
答
）

小
中
学
校
の
耐
震
化
を
含
む
学
校
教
育

施
設
の
整
備
、
各
地
区
公
民
館
等
の
社
会

教
育
施
設
の
修
繕
、
体
育
館
等
の
社
会
体

育
施
設
の
建
物
本
体
の
修
繕
、
荻
野
漕
艇

場
市
営
艇
庫
の
緊
急
の
復
旧
工
事
等
を
優

先
し
て
整
備
し
て
い
ま
す
が
、
他
に
も
未

整
備
と
な
っ
て
い
る
施
設
が
数
多
く
存
在

し
て
い
る
状
況
で
す
。
現
時
点
で
は
各
施

設
の
駐
車
場
舗
装
整
備
に
つ
い
て
、
具
体

的
な
年
次
計
画
を
示
す
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。こ

れ
ま
で
通
り
、
定
期
的
に
施
設
の
状

況
を
確
認
し
、
敷
き
均
し
を
行
う
な
ど
利

用
者
に
不
便
を
お
か
け
し
な
い
よ
う
努
め

て
い
き
ま
す
。

（
回
答
）

上
窪
か
ら
旧
Ｊ
Ａ
駒
形
支
所
ま
で
は
駒

形
土
地
改
良
区
や
会
津
農
林
事
務
所
と
協

議
を
行
っ
て
い
ま
す
。
関
係
機
関
と
協
議

調
整
を
し
な
が
ら
、
そ
の
推
移
を
見
極
め

歩
道
設
置
や
側
溝
蓋
掛
の
計
画
を
進
め
る

考
え
で
す
。
竹
屋
か
ら
上
原
ま
で
の
区
間

に
つ
い
て
は
、
ほ
場
整
備
計
画
の
進
捗
状

況
を
見
極
め
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
駒
形
小
学
校
か
ら
東
常

世
ま
で
の
歩
道
設
置
に
つ
い
て
は
、
平
成

２２
年
度
か
ら
道
路
東
側
へ
白
線
と
グ
リ
ー

ン
ベ
ル
ト
の
設
置
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
工
事
な
ど
に
よ
り
安
全
性
の
確
保
に

努
め
て
い
ま
す
の
で
、
道
路
拡
幅
に
よ
る

歩
道
の
設
置
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

（
回
答
）

合
併
後
の
一
体
感
の
醸
成
促
進
に
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
路
線
で
あ
り
、
道
路
管

理
者
の
福
島
県
と
し
て
も
、
事
業
に
対
す

る
必
要
性
・
緊
急
性
を
認
識
し
、
市
町
村

合
併
支
援
道
路
整
備
事
業
と
し
て
重
点
的

に
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

市
と
し
て
も
、「
国
道
４
５
９
号

整
備

促
進
期
成
同
盟
会
」
や
「
地
域
課
題
検
討

会
」
な
ど
を
通
じ
て
、
関
係
機
関
に
対
し

早
期
竣
工
に
向
け
た
予
算
の
確
保
、
事
業

の
推
進
の
要
望
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

（
回
答
）

昨
年
度
要
望
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
昨

年
６
月
に
開
催
さ
れ
た
地
域
課
題
検
討
会

に
お
い
て
、
道
路
管
理
者
で
あ
る
喜
多
方

建
設
事
務
所
へ
要
望
し
た
と
こ
ろ
、「
実
態

を
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
冬
期
間

の
現
地
の
状
況
を
確
認
す
る
」
と
の
こ
と

で
し
た
。

こ
の
区
間
は
地
吹
雪
や
吹
き
溜
り
に
よ

り
中
学
生
の
通
学
に
も
影
響
が
あ
る
た
め
、

今
年
度
も
引
き
続
き
防
雪
柵
の
設
置
に
つ

い
て
喜
多
方
建
設
事
務
所
へ
要
望
し
て
い

き
ま
す
。

「
高
郷
運
動
広
場
・
高
郷
体
育
館
の
駐

車
場
舗
装
」

高
郷
運
動
広
場
の
駐
車
場
は
、
砂
利
敷

き
の
未
舗
装
で
、
砂
利
に
足
を
取
ら
れ
た

り
雨
の
時
は
水
溜
り
が
で
き
た
り
し
て
大

変
な
思
い
を
し
て
い
る
現
状
で
す
。
ま
た

高
郷
体
育
館
の
下
に
あ
る
駐
車
場
も
砂
利

敷
き
で
す
。
多
く
の
町
民
が
憩
い
の
場
、

ス
ポ
ー
ツ
の
場
と
し
て
利
用
し
て
い
ま
す

の
で
、駐
車
場
の
舗
装
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
農
免
道
路
・
旧
県
道
へ
の
歩
道
併
設
」

上
窪
集
落
か
ら
竹
屋
、
上
原
集
落
間
の

農
免
道
路（
市
道
田
原
・
熊
倉
線
）、
駒
形

小
学
校
か
ら
東
常
世
ま
で
の
旧
県
道
北
山

会
津
若
松
線（
市
道
東
常
世
・
深
沢
線
）早

期
に
歩
道
の
計
画
・
実
施
を
お
願
い
し
ま

す
。農

免
道
の
旧
Ｊ
Ａ
駒
形
支
所
の
南
側
の

側
溝
の
蓋
掛
け
も
考
慮
し
て
く
だ
さ
い
。

「
合
併
支
援
道
路（
国
道
４
５
９
号
・

見
頃
峠
、
県
道
喜
多
方
西
会
津
線
・

慶
徳
峠
）整
備
促
進
」

昨
年
度
時
点
で
、
こ
の
工
事
の
進
捗
率

は
ま
だ
少
な
い
状
況
で
あ
る
と
の
こ
と
で

し
た
。
喜
多
方
西
部
地
区
を
結
ぶ
日
常
生

活
に
は
欠
か
せ
な
い
大
変
重
要
な
基
幹
道

路
で
あ
り
、
一
刻
も
早
い
完
成
を
継
続
し

て
要
望
し
ま
す
。

「
県
道
へ
の
防
風
・
防
雪
柵
の
設
置
」

小
出
地
区
か
ら
別
府
間
に
お
い
て
、
冬

期
間
、
西
風
に
よ
り
地
吹
雪
が
お
こ
り
、

視
界
が
悪
く
、道
路
幅
も
狭
く
な
り
ま
す
。

中
学
生
や
道
路
を
利
用
す
る
人
に
と
っ

て
大
変
危
険
な
の
で
防
雪
柵
の
設
置
を
お

願
い
し
ま
す
。
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1,111万円 〔24年3月31日現在〕

予算の執行状況

総　務　費
35億2,367万円 30億395万円（85.3%）

民　生　費
56億2,020万円 46億4,249万円（82.6%）

衛　生　費
30億3,681万円

26億2,794万円
（86.5%）

教　育　費
29億9,482万円

23億4,675万円
（78.4%）

公　債　費
27億2,580万円

24億5,326万円
（90.0%）

土　木　費
27億8,164万円

14億5,809万円
（52.4%）

農林水産業費
16億2,221万円

13億8,956万円
（85.7%）

消　防　費
15億9,519万円

13億5,182万円
（84.7%）

商　工　費
14億5,256万円

13億4,474万円
（92.6%）

議　会　費
3億2,148万円

3億1,843万円
（99.1%）

そ　の　他
10億3,673万円

2億8,460万円
（27.5％）

〔
主
な
用
語
の
意
味
〕

地
方
交
付
税
…
地
方
公
共
団
体
の
財
政
力

に
応
じ
て
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
も
の
。
財

源
は
所
得
税
、
法
人
税
、
酒
税
な
ど

市
税
…
市
が
課
税
権
の
主
体
で
あ
る
税

（
市
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、

市
た
ば
こ
税
、
入
湯
税
な
ど
）

国
庫･

県
支
出
金
…
国
、
県
の
事
務
、
事
業

を
行
っ
た
場
合
や
社
会
資
本
の
た
め
の
事

業
な
ど
特
定
の
目
的
の
財
源
と
し
て
、
国

や
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
負
担
金
や
補
助
金

な
ど

市
債
…
学
校
建
設
、
道
路
の
整
備
、
上･

下

水
道
の
整
備
な
ど
の
た
め
、
県
知
事
の
同

意
な
ど
を
受
け
て
政
府
資
金
や
金
融
機
関

か
ら
借
り
入
れ
し
、
長
期
に
わ
た
り
返
済

し
て
い
く
も
の

繰
越
金
…
一
会
計
年
度
か
ら
次
の
会
計
年

度
へ
持
ち
越
し
た
金
額

地
方
消
費
税
交
付
金
…
地
方
消
費
税
の
一

部
を
財
源
と
し
て
県
が
人
口
と
従
業
者
数

で
あ
ん
分
し
て
市
に
交
付
す
る
も
の

地
方
譲
与
税
…
国
税
と
し
て
徴
収
し
、
そ

の
ま
ま
地
方
公
共
団
体
に
対
し
て
譲
与
す

る
税
（
自
動
車
重
量
譲
与
税
、
地
方
道
路

譲
与
税
）

使
用
料
及
び
手
数
料
…
使
用
料
は
、
行
政

財
産
や
公
の
施
設
を
使
用
さ
せ
た
場
合
に

そ
の
使
用
者
か
ら
徴
収
す
る
も
の
。
手
数

料
は
、
地
方
公
共
団
体
の
事
務
で
特
定
の

者
の
た
め
に
提
供
す
る
公
の
役
務
に
対
し

徴
収
す
る
も
の(

各
種
証
明
手
数
料
な
ど)

繰
入
金
…
地
方
公
共
団
体
の
各
会
計
間
、

一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
基
金
な
ど
の
会

計
間
に
お
い
て
現
金
が
移
動
す
る
も
の

民
生
費
…
社
会
福
祉
、
児
童
福
祉
、
生
活

保
護
な
ど
に
関
す
る
経
費

２３
年
度
一
般
会
計
予
算
の

執
行（
支
出
）率
は
７９
・
４
％

（
３
月
31
日
現
在
）

平
成
２３
年
度
に
お
け
る
一
般
会
計
予
算

の
収
入
と
支
出
の
状
況
は
、
２４
年
３
月
３１

日
現
在
で
、
年
度
末
の
予
算
総
額
２
６
７

億
１
１
１
１
万
円
に
対
し
、
２
２
６
億
５

５
２
万
円
の
収
入（
収
入
率
８４
・
６
％
）、

２
１
２
億
２
１
６
３
万
円
の
支
出（
執
行

率
７９
・
４
％
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
２４
年
５
月
３１
日
の
出
納
閉
鎖
に
よ

り
、
現
在
、
計
数
の
取
り
ま
と
め
作
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

財
政
課
財
政
班
☎（
２４
）５
２
１
３

市
で
は
、
地
方
自
治
法
お
よ
び
条
例
に
基
づ
き
、
年
２
回
、

財
政
状
況
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
今
回

は
、
２３
年
度
予
算
の
３
月
末
現
在
の
執
行
状
況
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

    財 政 公 表

問問
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23年度 一般会計
予算額267億

地方交付税
111億5,298万円

市　　　税
46億7,361万円

国庫支出金
25億5,395万円

県 支 出 金
25億3,679万円

市　　　債
23億964万円

諸　収　入
8億690万円

繰　越　金
9億9,546万円

地方消費税交付金
4億5,749万円

使用料及び手数料
2億6,899万円

地方譲与税
3億4,942万円

繰　入　金
1億4,800万円

そ　の　他
4億5,788万円

111億5,298万円（100.0%）

46億3,871万円（99.3%）

18億2,771万円
（71.6%）

15億2,859万円
（60.3%）

6,170万円
（2.7%）

7億3,752万円
（91.4%）

9億9,546万円
（100.0%）

4億5,915万円
（100.4%）

2億6,282万円
（97.7%）

3億4,138万円
（97.7%）

1億4,311万円
（96.7%）

4億5,639万円
（99.7％）

一般会計
211億4,900万円

下水道事業特別会計
92億2,583万円

農業集落排水
事業特別会計
16億5,547万円

水道事業会計
26億8,367万円

山都簡易水道事業等特別会計
8億8,170万円

高郷簡易水道事業特別会計
6億1,767万円

塩川駅西土地区画
整理事業特別会計
5億4,958万円

喜多方西部土地区画
整理事業特別会計
1億5,811万円

公有林整備事業特別会計
56万円

市債総額369億2,159万円

総
務
費
…
徴
税
、
戸
籍
住
民
基
本
台
帳
、

選
挙
な
ど
に
関
す
る
経
費

衛
生
費
…
保
健
衛
生
、
環
境
衛
生
、
母
子

保
健
、
公
害
対
策
、
塵
芥
処
理
な
ど
に
関

す
る
経
費

教
育
費
…
幼
稚
園
、
学
校
、
社
会
教
育
な

ど
に
関
す
る
経
費

土
木
費
…
道
路
維
持
、
除
雪
、
河
川
管
理
、

都
市
計
画
、
住
宅
な
ど
に
関
す
る
経
費

公
債
費
…
市
が
学
校
建
設
、
道
路
改
良
、

上･

下
水
道
の
整
備
な
ど
の
た
め
に
借
り

入
れ
し
た
お
金
を
返
済
す
る
た
め
の
経
費

農
林
水
産
業
費
…
農
業
振
興
、
林
業
振
興

な
ど
に
関
す
る
経
費

消
防
費
…
消
防
団
運
営
、
消
防
施
設
整
備
、

災
害
対
策
な
ど
に
関
す
る
経
費

商
工
費
…
商
工
業
振
興
対
策
、
中
小
企
業

振
興
対
策
、
観
光
振
興
な
ど
に
関
す
る
経
費

収

入

区 分 予 算 額 収 入 額 収 入 率
営 業 収 益 8億9,743 9億1,955 102.5％
営業外収益 1,598 1,600 100.1％
特 別 利 益 1 1 100.0％

計 9億1,342 9億3,556 102.4％

支

出

区　　分 予　算　額 執　行　額 執　行　率
営 業 費 用 7億1,243 7億843 99.4％
営業外費用 8,744 8,243 94.3％
特 別 損 失 141 140 99.3％
予　備　費 300 0 0.0％

計 8億428 7億9,226 98.5％

収

入

区　分 予　算　額 収　入　額 収　入　率
企　業　債 0 0 0.0％
出　資　金 8,701 8,701 100.0％
補　助　金 3,600 3,600 100.0％
負　担　金 3,632 3,563 98.1％
繰　入　金 47 45 95.7%

計 1億5,980 1億5,909 99.6％

支

出

区　　　分 予　算　額 執　行　額 執　行　率
拡張工事費 1億3,213 1億3,164 99.6％
建設改良費 3億3,592 3億2,849 97.8％
企業債償還金 3億1,478 3億1,477 100.0％
予備費 300 0 0.0％
計 7億8,583 7億7,490 98.6％

23年度 水道事業会計の経理状況
【給水人口39,685人　給水戸数13,956戸(24年3月31日現在）】
●収益的収入および支出〔営業勘定〕　　　    （単位：万円）

●資本的収入および支出〔資本勘定〕　　　 （単位：万円）

特 別 会 計 名 予 算 額 収入済額 収入率
支出済額 執行率

国民健康保険事業 59億9,366 51億8,326 86.5%
55億1,719 92.1%

後期高齢者医療事業 4億9,516 4億8,938 98.8%
4億8,867 98.7%

介 護 保 険 事 業 41億5,308 34億4,686 83.0%
36億9,697 89.0%

公 有 林 整 備 事 業 2,041 1,484 72.7%
1,959 96.0%

喜 多 方 西 部 土 地

区 画 整 理 事 業
1億2,982

8 0.1%
1億2,982 100.0%

塩 川 駅 西 土 地

区 画 整 理 事 業
1億4,106

4,181 29.6%
1億4,024 99.4%

農業集落排水事業 1億9,393 3,291 17.0%
1億8,414 95.0%

下 水 道 事 業 15億1,974 2億4,611 16.2%
12億8,431 84.5%

山都簡易水道事業等 5億9,955 8,519 14.2%
4億4,371 74.0%

高郷簡易水道事業 1億1,964 3,665 30.6%
1億549 88.2%

駒 形 財 産 区 943 944 100.0%
16 1.7%

一 ノ 木 財 産 区 4,254 4,254 100.0%
55 1.3%

早 稲 谷 財 産 区 2,143 2,143 100.0%
35 1.6%

23年度 特別会計予算の執行状況
〔24年3月31日現在〕（単位：万円）
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（
入
賞
以
上
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
）

水
道
課
業
務
班
☎（
２２
）１
５
０
７

水
道
施
設（
熱
塩
浄
水
場
）で
は
、随
時
、

申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

水
道
課
浄
水
係
☎（
２２
）１
５
５
６

水 道 週 間
～ さあ 今 日も 水 と 元 気 が 蛇 口 から ～～ さあ 今～ さあ 今～ さ～ さ 日も 水 と日も 水 ともも 元 気 が 蛇元 気 が 蛇気気 口 から ～口 から ～口 か口 か

6月1日からからから7日は

市
水
道
事
業
で
は
、
安
全
で
安
心
し
て

飲
め
る
良
質
な
水
道
水
を
ご
家
庭
に
供
給

す
る
た
め
に
、
様
々
な
事
業
を
展
開
し
て

い
ま
す
。
今
年
度
の
主
な
事
業
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

◆
配
水
管
の
整
備
…
配
水
管
が
布
設
さ
れ

て
い
な
い
た
め
に
、
水
道
の
利
用
が
で
き

な
か
っ
た
一
部
の
区
域
が
給
水
可
能
と
な

り
ま
す
。【
熊
倉
町
小
沼
沢
、
道
地
地
内
】

◆
老
朽
管
、
老
朽
石
綿
管
の
布
設
替
え
…

漏
水
事
故
な
ど
の
原
因
と
な
る
老
朽
管
、

老
朽
石
綿
管
を
計
画
的
に
更
新
し
ま
す
。

【
豊
川
町
、塩
川
町（
東
鎧
召
、沖
、下
遠
田
、

御
殿
場
、
東
栄
町
、
駒
形
、
別
府
）地
内
】

◆
公
共
下
水
道
関
連
の
布
設
替
え
…
生
活

環
境
の
改
善
や
、
河
川
な
ど
の
汚
濁
防
止

の
た
め
施
行
さ
れ
て
い
る
公
共
下
水
道
事

業
の
進
捗
に
合
わ
せ
、
配
水
管
の
布
設
替

え
を
し
ま
す
。【
新
道
、
西
四
ツ
谷
、
関

柴
町
上
高
額
、
上
町
、
塗
物
町
地
内
】

◆
給
水
鉛
管
の
布
設
替
え
…
安
全
で
良
質

な
水
を
供
給
す
る
た
め
に
、
鉛
給
水
管
の

布
設
替
え
を
し
ま
す
。【
松
山
町
、
塩
川

町
地
内
】

水
道
課
工
務
係
☎（
２２
）１
５
５
６

水
道
週
間
に
ち
な
ん
だ
「
図
画
・
ポ
ス

タ
ー
」
を
募
集
し
ま
す

市
内
の
小
学
４
〜
６
年
生
を
対
象
に
、

小
学
校
を
通
じ
て
募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
募
集
期
限

６
月
１５
日（
金
）

◆
優
秀
作
品
の
展
示
期
間
・
場
所

○
７
月
１２
日（
木
）〜
７
月
１９
日（
木
）…
喜

多
方
プ
ラ
ザ
小
ホ
ー
ル
前
ロ
ビ
ー

○
７
月
２３
日（
月
）〜
…
熱
塩
浄
水
場

問問

第
54
回
水
道
週
間
が
６
月
１
日
か
ら
７
日
に
か
け
て
、
厚
生
労
働
省
、
都

道
府
県
を
は
じ
め
各
市
町
村（
事
業
体
）で
実
施
さ
れ
ま
す
。
水
道
に
つ
い
て

市
民
の
皆
さ
ん
に
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、
水
道
事
業
の
今
後
の
発
展
に

資
す
る
た
め
「
水
道
週
間
」
を
設
け
、
関
係
者
が
連
携
し
て
広
報
活
動
等
の

運
動
を
重
点
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

今
年
度
の
水
道
事
業
概
要

を
お
知
ら
せ
し
ま
す

水
道
週
間
に
合
わ
せ
た
行
事
を
実
施
し
ま
す

「
水
道
利
用
ポ
ス
タ
ー

 

コ
ン
ク
ー
ル
」

水
道
施
設
「
熱
塩

浄
水
場
」
の
見
学

問問問問

昨年度の最優秀賞ポスター

施設見学の様子
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雄
国
沼
は
、
沼
の
入
口
ま
で
林
道
が
整

備
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ニ
ッ
コ
ウ
キ

ス
ゲ
な
ど
の
開
花
時
期
に
は
マ
イ
カ
ー
に

よ
る
利
用
者
が
集
中
し
、
交
通
渋
滞
や
事

故
の
発
生
、
植
物
の
踏
み
荒
ら
し
や
排
気

ガ
ス
に
よ
る
植
物
へ
の
悪
影
響
な
ど
、
美

し
い
自
然
環
境
に
影
響
す
る
諸
々
な
問
題

を
抱
え
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
平
成
１７
年
よ
り
マ
イ
カ
ー

規
制
と
代
替
交
通
機
関（
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
）

運
行
な
ど
の
対
策
を
実
施
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

美
し
い
雄
国
を
守
り
後
世
ま
で
伝
え
る

た
め
に
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

対
策
の
内
容

◆
実
施
の
方
法

利
用
集
中
期
間
中
、
雄

国
林
道
・
大
窪
林
道
・
中
道
地
林
道
に
ゲ

ー
ト
を
設
置
し
、
警
察
署
に
よ
る
マ
イ
カ

ー
の
通
行
規
制
を
行
い
、
雄
国
山
麓
に
設

置
さ
れ
た
県
営
雄
国
萩
平
駐
車
場（
約
３

０
０
台
収
容
・
駐
車
料
金
は
無
料
）か
ら

金
沢
峠
雄
国
沼
入
り
口
ま
で
、
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
の
運
行
を
行
い
ま
す
。

◆
規
制
期
間

６
月
９
日（
土
）か
ら
７
月

２２
日（
日
）（
カ
レ
ン
ダ
ー
の
網
か
け
部
）の

４４
日
間
。

◆
規
制
の
対
象
と
な
る
車
両

許
可
車
を

除
く
全
て
の
車
輌（
観
光
バ
ス
・
タ
ク
シ

ー
な
ど
含
む
）

◆
許
可
車
両

警
察
署
長
が
許
可
す
る
車

雄国沼とニッコウキスゲ群

両※
雄
国
施
設
の
管
理
に
必
要
な
車
両
や
森

林
施
業
、
道
路
維
持
の
た
め
必
要
な
車
両

な
ど
に
限
り
ま
す
。（
車
両
１
台
ご
と
に

許
可
申
請
が
必
要
）

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行
に
つ
い
て

◆
運
行
間
隔（
ダ
イ
ヤ
）
規
制
を
実
施
す

る
日
の
午
前
６
時
か
ら
、
約
３５
分
か
ら
４５

分
お
き
に
発
車
し
ま
す
。
最
終
の
下
り
バ

ス
は
金
沢
峠
を
午
後
４
時
４０
分
に
出
発
し

ま
す
。
利
用
さ
れ
る
方
は
遅
れ
な
い
よ
う

お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。
配
車
台
数
に
は

限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
混
雑
時
に
は
乗

車
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

利
用
分
散
、
混
雑
解
消
の
た
め
に
ご
了

承
願
い
ま
す
。

ま
た
、
規
制
期
間
中
の
土
、
日
、
祝
日

は
、
喜
多
方
駅
と
雄
国
萩
平
駐
車
場
を
結

ぶ
バ
ス
も
運
行
さ
れ
ま
す
。（
１
日
１
往

復
：
喜
多
方
駅
発
午
前
１０
時
３５
分
、
雄
国

萩
平
駐
車
場
発
午
後
２
時
３５
分
）

◆
乗
車
料
金

片
道

大
人
５
０
０
円

子
ど
も
２
５
０
円

※
環
境
保
護
の
た
め
、
雄
国
沼
へ
の
ペ
ッ

ト
同
伴
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

雄
国
沼
自
動
車
利
用
適
正
化
連
絡
協

議
会
事
務
局（
観
光
交
流
課
内
）

☎（
２４
）５
２
０
０

バ
ス
運
行
の
詳
細
は

運
行
事
業
者（
会
津
乗
合
自
動
車
㈱
）

☎
０
２
４
２（
２２
）５
５
６
０

問問

雄国３林道オーバーユース対策

マイカー規制のお知らせ

自然保護と

　　　交通安全のために

日 月 火 水 木 金 土
【6月カレンダー】

1 2

54 6 7 8 9

1211 13 14 15 16

1918 20 21 22 23

2625

3

10

17

24 27 28 29 30

日 月 火 水 木 金 土
【7月カレンダー】

6 7

109 11 12 13 14

1716 18 19 20 21

2423 25 26 27 28

30 31

8

32 4 51

15

22

29
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今
月
は
環
境
月
間
で
す
。
原
子
力
発
電

所
の
事
故
を
受
け
、
日
本
中
で
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
使
用
や
、
廃
棄
物
の
問
題
な
ど
環
境

に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

今
年
３
月
末
日
を
も
っ
て
地
上
波
ア
ナ

ロ
グ
放
送
が
廃
止
さ
れ
、
よ
り
美
し
い
地

上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
普
及
や
、
多
機
能
を

満
載
し
た
新
製
品
の
人
気
を
背
景
に
、
家

電
ご
み
は
確
実
に
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

国
の
法
律
で
、
ご
み
に
な
る
家
電
製
品

の
う
ち
「
テ
レ
ビ
」「
エ
ア
コ
ン
」「
冷
蔵
庫
・

冷
凍
庫
」「
洗
濯
機（
洗
濯
乾
燥
機
を
含
む
）」

は
リ
サ
イ
ク
ル
対
象
品
と
し
て
、
製
造
メ

ー
カ
ー
が
責
任
を
持
っ
て
再
度
資
源
に
リ

サ
イ
ク
ル
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

以
前
は
、
環
境
セ
ン
タ
ー
山
都
工
場
の

よ
う
な
各
市
町
村
の
処
理
場
で
、
製
品
に

含
ま
れ
る
鉄
や
ア
ル
ミ
を
回
収
す
る
程
度

の
リ
サ
イ
ク
ル
を
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、

こ
の
法
律
に
よ
り
、
家
電
に
含
ま
れ
る
希

少
金
属
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
ガ
ラ
ス
類
な

ど
も
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と
が
必
要
に
な

り
、
市
町
村
で
は
対
応
で
き
な
く
な
り
ま

し
た
。

こ
の
た
め
、
家
電
メ
ー
カ
ー
は
、
あ
ら

か
じ
め
家
電
製
品
そ
の
も
の
を
リ
サ
イ
ク

ル
し
や
す
い
構
造
に
し
た
り
、
す
べ
て
の

部
品
に
材
質
表
示
を
し
た
り
し
て
き
ま
し

し
た
。
さ
ら
に
家
電
各
社
が
協
力
し
て
、

全
国
数
カ
所
に
高
度
な
処
理
が
可
能
な
リ

サ
イ
ク
ル
工
場
を
建
設
し
、
そ
の
た
め
の

集
積
拠
点
の
整
備
も
進
め
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
日
本
に
は
世
界
有
数
の
環

境
に
や
さ
し
い
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ

ム
が
完
備
さ
れ
ま
し
た
。

い
ら
な
い
家
電
製
品
は
中
古
品
と
し
て

売
る
こ
と
も
で
き
ま
す
が
、
新
製
品
が
人

気
で
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
ご
み
に
な
り
ま
す
。

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
集
積
拠
点

家
電
メ
ー
カ
ー
が
指
定
し
た
リ
サ
イ
ク

ル
の
た
め
の
集
積
拠
点
は
、
会
津
若
松
市

に
２
カ
所
あ
り
ま
す
。

こ
こ
に
運
ぶ
た
め
に
は
次
の
３
つ
の
方

法
が
あ
り
ま
す
が
、
ど
の
場
合
で
も
リ
サ

イ
ク
ル
に
は
必
ず
有
料
の
「
家
電
リ
サ
イ

ク
ル
券
」
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

○
家
電
取
扱
店
に
依
頼
す
る
。

○
市
の
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
の
許
可
を
持

つ
業
者
に
依
頼
す
る
。（
業
者
リ
ス
ト
は
広

報
き
た
か
た

５
月
号
を
ご

覧
く
だ
さ
い
）

○
事
前
に
郵

便
局
で
家
電

リ
サ
イ
ク
ル

券
を
購
入
し
、

自
ら
持
ち
込

む
。

※
個
人
で
持
ち
込
む
場
合
は
、
郵
便
局
で

事
前
に
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
券
を
購
入
し
、

次
の
い
ず
れ
か
の
拠
点
へ
持
ち
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

●
日
本
通
運
会
津
若
松
支
店（
会
津
若
松

市
神
指
町
大
字
黒
川
字
村
北
２４

－

１
）☎
０

２
４
２（
２２
）６
４
１
７

●
会
津
丸
三（
会
津
若
松
市
河
東
町
八
田

字
大
野
原
２
０
５
）☎
０
２
４
２（
９４
）２
０

４
１不

法
投
棄
は
重
大
な
犯
罪
で
す

廃
家
電
な
ど
山
林
や
河
川
、
公
共
の
場

所
に
不
法
投
棄
し
て
検
挙
さ
れ
る
事
例
が

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
対
象
品
は

山
都
工
場
で
は
処
理
で
き
ま
せ
ん

６
月
は
環
境
月
間
で
す

正
し
い
ル
ー
ル
で『
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
』
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収
集
日
程
を
確
認
し
よ
う

収
集
日
程
を
守
ら
ず
に
出
す
と
、
ご
み

が
散
乱
し
て
周
辺
を
汚
す
こ
と
に
な
り
ま

す
。ご

み
を
出
す
前
に
、
お
手
元
の
「
平
成

２４
年
度
喜
多
方
市
家
庭
ご
み
収
集
カ
レ
ン

ダ
ー
」
で
日
程
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

「
プ
ラ
」
マ
ー
ク
を
確
認
し
よ
う

市
が
行
っ
て
い
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
リ

サ
イ
ク
ル
に
は
、
対
象
に
な
る
も
の
と
な

ら
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
の
リ
サ
イ

ク
ル
対
象
品
に
は
プ
ラ
マ
ー
ク
の
表
示
が

あ
り
ま
す
。
法
に
よ
り
、
マ
ー
ク
を
表
示

す
る
た
め
に
は
製
造
業
者
が
リ
サ
イ
ク
ル

工
場
へ
お
金
を
支
払
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

お
金
を
も
と
に
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
の
で
、
た
と
え
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
で
で
き
て
い
て
も
、
容
器
包
装
で
は
な

い
「
商
品
そ
の
も
の
」
は
対
象
に
な
っ
て

い
ま
せ
ん
。
あ
く
ま
で
も
商
品
を
包
ん
で

い
る
包
装
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
し
た
が

っ
て
「
使
用
済
み
の
商
品
そ
の
も
の
」
は

多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

不
法
投
棄
は
、
懲
役
５
年
以
下
、
罰
金

３
億
円
以
下
の
刑
罰
と
な
る
重
大
な
犯
罪

で
す
。

不
法
投
棄
を
見
つ
け
た
ら
最
寄
り
の
警

察
ま
た
は
市
役
所
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

不
審
な
業
者
に
注
意

市
町
村
の
許
可
を
得
ず
に
収
集
し
、
処

理
手
数
料
を
請
求
す
る
一
方
で
、
集
め
た

廃
家
電
を
山
林
や
河
川
な
ど
に
不
法
投
棄

す
る
悪
質
な
業
者
が
あ
る
こ
と
が
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
業
者
に
処
理
を
依
頼
す
る

と
、
高
額
な
処
理
費
用
を
請
求
さ
れ
た
り

依
頼
し
た
廃
棄
物
が
不
法
投
棄
さ
れ
た
り

し
て
犯
罪
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
大
き
い
た

め
、
不
審
な
業
者
に
処
理
を
勧
誘
さ
れ
て

も
引
き
渡
し
に
応
じ
な
い
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

◆
不
審
な
業
者
の
特
徴
は

○
社
名
や
電
話
番
号
が
入
っ
て
い
な
い
車

両
で
営
業
し
て
い
る（
軽
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
）。

○
他
県
ナ
ン
バ
ー
の
車
を
使
っ
て
い
る
。

○
社
名
、
業
者
名
を
名
乗
ら
な
い
。

○
領
収
書
を
渡
さ
な
い
、
家
電
リ
サ
イ
ク

ル
に
必
用
な
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
券
を
持
っ

て
い
な
い
。

○
無
料
を
う
た
い
つ
つ
実
際
に
は
料
金
を

請
求
す
る（「
収
集
は
無
料
で
す
が
処
分
に

は
お
金
が
か
か
り
ま
す
」
…
な
ど
）。

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

も
う
一
度
ご
み
の
出
し
方
を

度
ご
み

確
認
し
よ
う
よ
う
！

節電していますか！
夏に向け本格的に電力消費量が増加する時期

ですが、発電量が不足することが予測されていま
す。市役所でもクールビズ（軽装で仕事をする）をは
じめ節電に取り組んでいます。家庭でも、「無理の
ない、できる範囲」でどんどん節電しましょう。た
とえば…
◆エアコンを扇風機に換える
◆エアコンのフィルターを掃除する
◆「すだれ」や「よしず」で陽の射す窓を覆う
◆日中は照明を消す
◆白熱灯を蛍光灯やＬＥＤに換える
◆使わない電気製品はコンセントを抜いておく
◆テレビはリモコンではなく、主電源を切る
◆テレビは省エネモードにする（明るさを下げる）
◆トイレの暖房便座、温水機能のスイッチを切る
◆朝一日分炊いて、余ったご飯は冷凍し、ジャー
の保温機能は切る。冷ご飯はレンジで温める
◆冷蔵庫の温度を「強」→「中」または「弱」
◆電気ジャーポットは使わない。「やかん」でお湯
を沸かし、電気を使わない魔法びんで保温する
※これは節電の一例です

プ
ラ
の
日
に
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

《
対
象
に
な
ら
な
い
も
の
》

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
バ
ケ
ツ
、
プ
ラ
モ
デ

ル
、
プ
ラ
ハ
ン
ガ
ー
、
タ
ッ
パ
ー
ウ
エ
ア
な

ど
容
器
包
装
で
な
い
「
商
品
そ
の
も
の
」

は
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
ま
せ
ん
。

※
こ
れ
ら
の
も
の
は
、
不
燃
ご
み
、
燃
や

さ
な
い
ご
み
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●｢

家
電
リ
サ
イ
ク
ル｣

…
家
電
リ
サ
イ
ク

ル
セ
ン
タ
ー
☎
０
１
２
０
‐
３
１
９
６
４

０●
各
メ
ー
カ
ー
の
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
…

各
メ
ー
カ
ー
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

●｢

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
対
象
品
以
外
の
家
庭

ご
み
処
理｣

…
環
境
セ
ン
タ
ー
山
都
工
場
☎

（
３８
）３
０
０
５

●｢

喜
多
方
市
の
家
庭
ご
み
処
理
全
般｣

…

生
活
環
境
課
環
境
推
進
班
☎（
２４
）５
２
６

１
、
各
総
合
支
所
住
民
課
〔
熱
塩
加
納
☎

（
３６
）２
１
１
３
、
塩
川
☎（
２７
）２
４
０
０
、

山
都
☎（
３８
）３
８
０
５
、
高
郷
☎
０
２
４

１（
４４
）２
１
１
３
〕

問問

環境センター山都工場での
作業風景
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昨
年
に
引
き
続
き
、オ
リ
ン
ピ
ア
ン（
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
経
験
者
）と
市
民
が
一

緒
に
楽
し
く
ジ
ョ
ギ
ン
グ
す
る
イ
ベ
ン

ト
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
デ
ー
ラ
ン
が
、
開
催

さ
れ
ま
す
。

ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
は
じ
め
、
ト
ー
ク
コ
ー

ナ
ー
や
サ
イ
ン
会
、ス
ポ
ー
ツ
教
室
な
ど
、

オ
リ
ン
ピ
ア
ン
と
触
れ
合
う
絶
好
の
機
会

で
す
の
で
多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

◆
開
催
日

７
月
１
日（
日
）

◆
場
所

押
切
川
公
園
ス
ポ
ー
ツ
広
場

◆
対
象

小
学
生
以
上

◆
参
加
料

事
前
申
し
込
み（
６
月
２２
日

ま
で
）１
人
５
０
０
円
、
当
日
申
し
込
み

７
０
０
円

※
詳
し
い
内
容
や
申
し
込
み
の
方
法
な

ど
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
チ
ラ
シ
、
ポ
ス

タ
ー
、
㈶
喜
多
方
市
体
育
協
会
の
ホ
ー
ム

◆
期
間

６
月
１６
日（
土
）〜
９
月
２
日

（
日
）

※
う
ち
夜
間
供
用
は
７
月
２１
日（
土
）〜
８

月
１１
日（
土
）

◆
時
間

第
１
回
目
午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分

第
２
回
目
午
後
０
時
３０
分
〜
２
時
３０
分

第
３
回
目
午
後
３
時
００
分
〜
５
時
００
分

夜

間

午
後
６
時
００
分
〜
８
時
００
分

◆
使
用
料（
そ
れ
ぞ
れ
１
回
に
つ
き
）

小
・
中
学
生

３０
円

高
校
生

５０
円

大
人

１
０
０
円

◆
施
設
の
お
休
み

【
全
日
】
６
月
１８
・
２５
日
、
７
月
２
・
９
・

１７
日
、
８
月
２７
日

【
夜
間
】
８
月
２
・
３
日

【
市
民
水
泳
大
会
】

８
月
１９
日（
日
）午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
２

時
３０
分
ま
で
大
会
に
使
用
し
ま
す
。

◆
無
料
開
放
日

６
月
１６
日（
土
）〔
プ
ー
ル
開
き
の
日
・
午

後
１
時
３０
分
〜
午
後
４
時
〕

８
月
２１
日（
火
）〔
福
島
県
民
の
日
〕

９
月
２
日（
日
）〔
最
終
日
〕

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

☎（
２３
）２
１
１
６

﹇
供
用
期
間
中
は
市
民
プ
ー
ル

☎（
２２
）２
８
３
９
﹈

生涯学習の広場
いってみよう！みてみよう！やってみよう！

ピ
ッ
ク
デ
ー
ラ
ン

２
０
１
２
オ
リ
ンン
ピ場

者
決
定
！

ア
ン
バ
サ
ダ
ー
出出
場

プ
ン

市
民
プ
ー
ル
オ
ーー
プ

ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
デ
ー
ラ
ン
・
ふ
れ
あ
い
ア

ン
バ
サ
ダ
ー（
親
善
大
使
）

荻
原
次
晴
さ
ん（
ス
キ
ー
・
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

複
合
）

１
９
９
８
長
野
大
会
・
個
人
６
位
入
賞
、

団
体
５
位
入
賞

宮
下
純
一
さ
ん（
水
泳
・
競
泳
）

２
０
０
８
北
京
大
会
・
１
０
０
ｍ
背
泳
ぎ

８
位
、
４
０
０
㍍
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
銅
メ

ダ
ル

米
田

功
さ
ん（
体
操
）

２
０
０
４
ア
テ
ネ
大
会
・
団
体
金
メ
ダ
ル
、

種
目
別
鉄
棒
銅
メ
ダ
ル

※
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
の
ほ
か
に
オ
リ
ン
ピ
ア

ン
も
３
名
参
加
す
る
予
定
で
す
。

㈶
喜
多
方
市
体
育
協
会（
押
切
川
公
園

体
育
館
内
）☎（
２３
）０
７
７
１

□
喜
多
方
大
会
参
加
者（
予
定
）□

雄
大
な
自
然
に
恵
ま
れ
、
信
仰
の
山
と

し
て
栄
え
た
飯
豊
山
登
山
に
挑
戦
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

こ
の
夏
、
全
国
か
ら
集
ま
る
仲
間
と
と

も
に
、
生
涯
に
残
る
感
動
と
思
い
出
を
つ

く
り
ま
し
ょ
う
。

◆
期
日

７
月
２５
日（
水
）〜
２７
日（
金
）

２
泊
３
日
﹇
切
合
小
屋
に
宿
泊
﹈

◆
日
程

２５
日（
結
団
式
・
飯
豊
山
登

山
）、
２６
日（
飯
豊
本
山
ア
タ
ッ
ク
・
御
西

小
屋
）、
２７
日（
下
山
・
温
泉
入
浴
・
昼
食
・

解
散
式
）

◆
対
象

全
国
の
中
学
生

◆
定
員

２０
人

◆
参
加
料

１
万
４
０
０
０
円

◆
申
込
方
法

電
話
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
に

て
山
都
公
民
館
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

◆
申
込
期
限

７
月
６
日（
金
）

※
７
月
７
日（
土
）に
事
前
学
習
会
お
よ
び

説
明
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

※
ザ
ッ
ク（
登
山
用
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
）、

シ
ュ
ラ
フ（
寝
袋
）は
貸
出
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
山
都
公
民
館
へ
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

山
都
公
民
館
☎（
３８
）２
０
５
３

Ｅ
メ
ー
ル y

_
k
o
u
m
in
@
c
ity
.k
ita
k
a
ta
.

fu
k
u
sh
im
a
.jp

問問

申申

問問

飯
豊
山

全
国
中
学
生
交
流流
飯

チ
ャ
レ
ン
ジ

問問
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日
々
の
生
活
を
忙
し
く
さ
れ
て
い
る
皆

さ
ん
、
心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
生
涯
学

習
講
座
を
受
講
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
開
催
日
時

７
月
〜
１２
月（
第
１
・
３

金
曜
日
）時
間

午
後
７
時
〜
９
時

◆
場
所

喜
多
方
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

お
よ
び
体
育
セ
ン
タ
ー

◆
参
加
対
象
者

市
民
ま
た
は
市
内
に
勤

務
す
る
成
人

◆
参
加
費

材
料
費
の
み
実
費

◆
申
込
期
限

第
１
回
は
６
月
２２
日（
金
）

シリーズ

喜
多
方
市

づ
くく
り
の
指
針
瓜
生
岩
子
刀
自

そ
の
②

今
月
は
先
月
号
に
引
き
続
き
、
瓜
生
岩
子
刀
自

の
考
え
が
「
喜
多
方
市
人
づ
く
り
の
指
針
」
に
ど

の
よ
う
に
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
を
紹
介
し
ま
す
。

戊辰戦争で敵味方の区別ない手当てをする。
くず米やいもの切れ端で水あめなどを作り、子ども達の飢えをいやす。
間引き･捨て子防止のため、産婆・主婦や若い娘へ無料講習会を開く。

命の大切さ」「思いやりの心「命の大切さ」「思いやりの心」

博
は く

愛
あ い

・すべての人を平等に愛すること

慈
じ

愛
あ い

・親が子供を可愛がるような愛情

戦災孤児や貧しい人が通える医療
施設や養育施設を有志に呼びかけ
設立する。喜多方はもとより、福島、
東京などでも活動する。

「人の道」「挑戦」

進
し ん

取
し ゅ

・自ら進んで物事に取り組むこと

実家の火災、夫・母・おじとの相
次ぐ死別にもくじけず、苦しむ人々
のために私財を投げ打って一生を
ささげる。

「強い心」

不
ふ

屈不不
くつ

の精
せい

神
しん

・どんな困難にもくじけないこと

ア
ッ
プ
講
座

ラ
イ
フ
ス
テ
ッ
ププ
ア

受
講
生
募
集

開催日 内　　　　　容
第１回　７月６日 開講式・講義「観光コンシェルジュの活動内容について」
第２回
７月20日･８月３日 身近なもので夏用の手提げかご作製

第３回　８月17日 夏野菜を用いての簡単な料理
第４回　９月７日 健康の維持を図るためのピラティス
第５回　９月21日 秋のニュースポーツ体験
第６回　10月５日 旬の魚のさばき方講座
第７回　10月19日 折り紙で箸袋などの作製
第８回　11月２日 細工寿司の作り方
第９回
11月16日･12月７日 押し花を用いた写真立て作製

第10回　12月21日 閉講式・手作りお菓子でお別れ会

「自分ばかりよくなったって、「自分ばかりよくなったって、
何にもならねぇと思うのす」何にもならねぇと思うのす」

【
未
来
を
拓ひ

ら

く
喜
多
方
人
】

一
つ

強
い
心
・
愛あ
い
け
い敬
の
心
な
ど
、

豊
か
な
心
を
持
つ
人
に
な
ろ
う

一
つ

命
の
大
切
さ
を
知
り
、
心
身

と
も
に
健
康
な
人
に
な
ろ
う

一
つ

郷
土
の
自
然
や
文
化
、
歴
史
、

伝
統
に
誇
り
を
持
ち
、
よ
り
素

晴
ら
し
い
地
域
を
創
造
す
る
人

に
な
ろ
う

一
つ

社
会
の
一
員
と
し
て
人
の
道
を

わ
き
ま
え
、
良
心
に
背
く
こ
と

の
な
い
人
に
な
ろ
う

一
つ

夢
や
目
標
に
向
け
て
何
事
に
も

挑
戦
し
、
世
界
に
羽
ば
た
く
人

に
な
ろ
う

こ
れ
ら
の
こ
と
を
受
け
、

特
に
家
庭
教
育
に
お
け
る
親
（
保

護
者
）
の
役
割
を
十
分
に
踏
ま
え
、
家

族
の
絆
を
大
事
に
し
な
が
ら
、
健
康
で

明
る
い
家
庭
を
築
く
よ
う
努
め
よ
う

瓜生岩子の４つの考え瓜生岩子の４つの考え
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